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八木さんについて

• 東京都出身

• 東京大学卒業

• 私が知り合った頃はシリコンバレ
ーに住んでいた。

• 今は阿蘇に住んでいます。



<欲望>のはなし



私も65歳になった



今年から
年金がもらえる（笑）

国民年金
厚生年金
企業年金



でも
厚生年金

企業年金は
繰り下げした



まだ働けるか？
5年の間

様子を見てみよう



しかし
これも

かけみたいなものだ

死んだら
丸損（笑）



体重が落ち続けている

去年の6月頃74Kg 
去年12月 68kg

現在 64Kg



原因は

糖尿病薬の
フォーシーガ錠



特徴
尿から糖が排出される

↓
昨年膀胱炎になった

えらい目にあったのも確かだ



私の血液検査の結果

しばらく
これをつかってみよう
（主治医談）

様子見なのだ（笑）



インボイス制度
消費税

個人事業主
年間売上は1000万円以下

今までは非課税業者だったのに

10月1日からは課税業者になった



インボイス制度

あたしの場合

顧客は全部企業か団体
なので当然登録しないと
いけない



インボイス制度

なのでインボイス
登録番号を頂きました。

T1810214761492



インボイス制度も

様子見

でも
ちゃんと勉強したのだ

（笑）



インボイス制度
2割特例
売上税額×2割

免税事業者である個人事業主が令和5年10月1日に
登録を受けた場合、令和5年分から令和8年分の計4
回の申告に適応



あたしの<欲望>
できればアロハシャツ
で過ごしたい（笑）



家人が今年もアロハをくれた（笑）





一応のお返し



しかし
これは何だろう？



あたしは
贈与の原理が

働いていると思う



経済のトポロジー

贈与

交換

交換と贈与のハイブ
リッドとしての商品

その蝶番としての

純粋贈与

「普遍経済学」（バタイユ）
商品

純粋贈与

（無意識）



贈与の原理



贈与の原理

贈り物はモノではない。モノを媒介にして、人と人との間を人格
的ななにかが移動しているようである。

相互信頼の気持ちを表現するかのように、お返しは適当な間隔
をおいておこなわれなければならない。

モノを媒介にして、不確定で決定不能な価値が動いている。そ
こに交換価値の思考が入り込んでくるのを、デリケートに排除
することによって、贈与ははじめて可能になる。



交換の原理



交換の原理

商品はモノである。つまり、そこにはそれをつくった人や前に所
有していた人の人格や憾情などは、含まれていないのが原則で
ある。

ほぼ同じ価値をもつとみなされるモノ同士が交換される。商品
の売り手は、自分が相手に手渡したモノの価値を承知していて、
それを買った人から相当な価値がこちらに戻ってくることを、当
然のこととしている。

モノの価値は確定的であろうとつとめている。その価値は計算
可能なものに設定されているのでなければならない。



サイボウズは
交換の原理に走り過ぎた

（まあ、当然と云えば
当然なのだが）



今の資本主義

社会的交換
（贈与）

経済的交換
（交換）

（無意識）



コロナ給付金
あたしもいただいたが

これも贈与だ



東京都
018サポート

０１８サポート -東京都公式ホームページ (tokyo.lg.jp)



岸田首相の
減税？

岸田首相、周囲の反対押し切って「減税！減税！減税！」…党内
からも「どうしてあんな頑固になったのか」 (msn.com)



政府の
下心（笑）？



これ
もらった？



マイナンバーカード

20000P付与 申請は2月末まで
ポイントは2023年9月末まで



贈与の申請は
お早めに！（笑）



今の経済は、

人間の〈欲望〉を
「交換の原理」で
で書き換えようとしている
傾向が強い。



でも
人間の〈欲望〉は

やっぱり<欲望>なのだ
つまり

なんだかわからない（笑）



その
なんだかわからないものを

見える化しようとしたものが
経済な訳だが

<欲望>は経済の中だけでは
おさまらないのである



そのせいか
世の中は

アジールぽく見える



アジール≒お祭り

お祭りが都市を活気付けてきたのは、それが国家とも政治と
も経済とも、本来は無関係だからである。お祭りは徹頭徹尾、
無駄な遊びであるからこそ、人の心によろこびと興奮を与える
ことができたのだ。とくにいまのように、生活のすみずみまで管
理が行き届いてしまい、あらゆる面に効率や利益を重視する
経済原理の支配が浸透してしまった時代であればこそ、お祭
りはますます大切なものになっている。権力や経済原理の及
んでこれない「アジール」の空間は、都市の中に生きることが
むずかしくなってきている。そういう時代に、なんの実利ももた
らさいことを最高の美徳にすえている。お祭りの存在意義はと

てつもなく大きいのではないだろうか。
（中沢新一：『アースダイバー』：p216）



浅草に住んでいる
せいかも

しれないが（笑）



経済も
ちょっとだけ

引いて見てみると
世の中いろいろあって
結構面白いのだ（笑）
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ご清聴ありがとうございました。

桃知 利男
E-mail pinkhip@dc4.so-net.ne.jp
URL https://www.momoti.com/

ご面倒でも私宛の連絡はメールでお願いいたします。


